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お名前

　必要事項をご明記の上、FAXでお申込み下

さい。弊社で確認後、必ず受領のご連絡をい

たします。受講用URLは後日お送りいたしま

す。

　セミナーお申込み後のキャンセルは基本的

にお受けしておりませんので、ご都合により出

席できなくなった場合は代理の方がご出席く

ださい。

     〒135-0016　東京都江東区東陽3-23-24　VORT東陽町ビル7階
TEL)  03‐5857‐4811  FAX)  03‐5857‐4812  URL)  https://www.rdsc.co.jp/

NO.2508127 

◆日時：2025年08月20日（水） 14:00～17:00

◆会場：WEBセミナー（オンライン開催）　

◆聴講料 ： 1名につき49,500円（税込、資料付）　

お申込み･振込に関する詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/entry

個人情報保護方針の詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/privacy□Eメール　　□ 郵送 会員登録（無料）　※案内方法を選択してください。複数選択可。

【LIVE配信セミナーとは？】
・本セミナーはWeb会議サービス「Zoom」を使用したライブ配信セミナーです。
・申込後、視聴用のURLを開催日の前日までにご連絡いたします。ご視聴はPCを推奨しておりますが、タブレットやスマートフォンでも視聴可能です。
・テキスト資料は郵送いたします。開催日の1週間前までにお申し込みいただきましたら前日までにテキストをお送りいたします。
　直前に申し込みいただいた場合、前日までに届かない可能性がございますので、予めご了承ください。

※本セミナーはZOOMを使ったLIVE配信セミナーです。会場での参加はございません。

●講師：(一社)サステイナビリティ技術設計機構 代表理事 工学博士　原田 幸明 氏

　この講義では、レアメタルのリサイクル技術の最新動向、課
題、および将来の展望に焦点を当てます。カーボンニュートラ
ルの推進や情報技術の発展は、新たな技術とそれを支える
希少金属の不可欠な役割を強調しています。一方、資源に
対する非グローバル化の動きや、限られた資源の価値を高め
るための供給制限が注目されています。日本における「都市
鉱山」の取り組みは、持ち込まれた希少金属を資源として活
用する上で極めて重要です。
　金属別、製品別の最近の技術動向と課題を詳しく解説し、
「都市鉱山」ビジネスの新たな展開に貢献する知識を提供し
ます。

１．レアメタルリサイクルの現状と課題

　1-1. レアメタルの重要性と現代社会における役割

　　(1)　カーボンニュートラルとレアメタル

　　(2)　情報技術とレアメタル

　1-2. 資源の非グローバル化とその影響

　　(1)　中国の輸出規制と市場への影響

　　(2)　資源価値の高騰

２．都市鉱山の概念と日本における取り組み

　2-1. 都市鉱山とは

　　(1)　日本における都市鉱山の意義

　　(2)　持続可能な資源活用のための技術動向

３．レアメタルのリサイクル技術の最新動向

　3-1. 技術別の動向と展望

　　(1)　リサイクルプロセスの種類

　　(2)　新技術の開発とその応用

４．「都市鉱山」ビジネスの展望

　4-1. 新たなビジネスモデルの可能性

　　(1)　資源効率の向上と経済的価値

　　(2)　持続可能な社会への貢献

・レアメタルの現代社会における重要性とその役割
・都市鉱山の概念と、日本におけるリサイクルの取り組み
・レアメタルリサイクルの最新技術とその課題
・サーキュラーエコノミーと持続可能な資源活用のための戦略
・レアメタルリサイクルを通じた新しいビジネスモデルの可能性
・環境保護と経済的利益を両立させるためのアプローチ

セミナーお申込みＦＡＸ
０３－５８５７－４８１２

※お申込み確認後は弊社よりご連絡いたします。

※会員登録（無料）をしていただいた方には下記の割引・特典を適用します。

　　　・1名でお申込みされた場合、1名につき46,200円（税込）

　　　・2名同時でお申し込みされた場合、2人目は無料（2名で49,500円（税込））

【習得知識】

【講座の趣旨】

【プログラム】

レアメタルリサイクル技術の最前線 
https://www.rdsc.co.jp/seminar/2508127

- 最新動向・課題と今後の展望 -


